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	 西南極氷床は気候・海洋変動に極めて敏感で（Paolo et al., 2015），過去
に何度も崩壊した可能性が指摘されている（Pollard and DeConto, 2009; 
Joughin et al., 2014）．西南極氷床が融けると世界中の海水準を約 4ｍ前後
押し上げると言われている（Fretwell et al., 2013）が，不確定要素が多く
シミュレーションの精度・確度を高めるための努力が不可欠となってい

る（Gohl, K., et al., 2017）．そこで IODP第 379次航海では，西南極氷床
の温暖化に対する応答性を探るべく，アムンゼン海の氷床縁辺掘削を実

施した．2019 年 1 月 23 日にプンタアレナス（チリ）を出港し，3 月 14
日に同所へ帰港するまでの間に，アムンゼン海湾入域の沖合 2 地点
（U1532 および U1533）で，のべ約 1200ｍの深海底堆積物を掘削した 
(Gohl et al., 2019)． 

	 海氷や氷山に阻まれ，当初予定されていた陸棚掘削地点には，近づく

ことすらできなかったが，これまで掘削されたことのない，後期中新世

以降のユニークな堆積物を入手することに成功した．サイト U1532では，
U1532A-Gの７掘削孔（水深 3962m）で，最大掘削深度 794m（回収率約
90％），サイト U1533 では，U1533A-D の４掘削孔（水深 4179-4184m）
で，最大掘削深度 383m（回収率約 70％）の掘削にそれぞれ成功した．珪
質微化石ならびに古地磁気の船上分析により，前者は中新世メッシニア

ン期末期（〜5.7Ma）以降，後者は中新世メッシニアン期中期（〜6.5Ma）

以降の，概ね連続した堆積物であること，堆積速度は当初の予想より遙

かに速く， 1000年で最大 20-60cmを超えていることが明らかになった．
またサイト U1533では，帯磁率など非破壊計測データや岩相の照合によ
り，欠損のない上部更新統の地質断面が採取復元されている． 

 いずれも従来の掘削地点に比べ堆積速度が速く，西南極氷床の拡大・縮
小を反映した明瞭な岩相変化を記録していることから，航海後の詳細分

析が待ち望まれてる．船上での協議により複数の国際共同研究グループ

が形成され，日本から乗船した 3 名は，各研究課題（特に鮮新世温暖期
の氷床変動史研究）において鍵を握る分析に携わることになった．2019
年 8 月テキサス A&M 大学で行われるサンプリングパーティで詳細分析
用の試料が採取される予定である． 
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